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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークにおいて複数の局を相互接続するための星形ノードであって、前記星形ノ
ードはインターフェースを有し、前記インターフェースは、前記複数の局のうちの選択さ
れた局を前記星形ノードに接続するための接続端子を有し、前記インターフェースは前記
インターフェースに対応する局からの信号を前記接続端子において受け取り前記信号を他
のインターフェースの接続端子に送るための手段を有し、
　前記星形ノードが共通端子を有し、
　前記インターフェースが、前記接続端子に結合される入力部を有し前記対応する局から
の信号を受け取るための受信器と、前記接続端子に結合される出力部を有する送信器と、
前記受信器の入力部における信号遷移に応答して第１の活性信号を生成するための第１の
活性検出器と、前記共通端子における信号遷移に応答して第２の活性信号を生成するため
の第２の活性検出器と、前記第２の活性信号に応答して前記受信器の出力部から前記共通
端子への信号転送を禁止するための第１のスイッチング手段と、前記第１の活性信号に応
答して前記共通端子から前記送信器の入力部への信号転送を禁止するための第２のスイッ
チング手段とを有する星形ノード。
【請求項２】
　前記星形ノードが前記共通端子を第１の供給電圧端子に結合するための抵抗器を更に有
し、前記第１のスイッチング手段が、駆動信号を受け取るための駆動入力部を有し前記駆
動信号に応答して前記共通端子と第２の供給電圧端子との間に導電経路を提供するための
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ドライバと、前記受信器の出力部と前記ドライバの駆動入力部との間に挿入され前記第２
の活性信号に応答する第１の電子スイッチとを有し、前記第２のスイッチング手段が、前
記共通端子と前記送信器の入力部との間に挿入され前記第１の活性信号に応答する第２の
電子スイッチを有する請求項１に記載の星形ノード。
【請求項３】
　前記第１の活性検出器は前記ドライバの駆動入力部に接続される入力部を有し、前記第
２の活性検出器は前記送信器の入力部に接続される入力部を有し、前記第１の電子スイッ
チは前記第２の活性検出器の入力部において信号遷移のないことを示す前記第２の活性信
号の値に応答して閉じ、前記第２の電子スイッチが前記第１の活性検出器の入力部におい
て信号遷移のないことを示す前記第１の活性信号の値に応答して閉じる請求項２に記載の
星形ノード。
【請求項４】
　前記ドライバは、前記共通端子と前記第２の供給電圧端子との間に挿入される主電流導
電経路を有し且つ前記駆動入力部に接続される制御電極を有するトランジスタである請求
項２又は３に記載の星形ノード。
【請求項５】
　前記星形ノードが他の共通端子を前記第１の供給電圧端子に結合するための他の抵抗器
を有し、前記インターフェースが他の接続端子、及び前記接続端子と前記他の接続端子と
の間に接続される終端抵抗器を有し、前記受信器が前記接続端子及び前記他の接続端子に
反対に接続される対応する入力部と比較器出力部とを有する第１及び第２の比較器を有し
、前記第１の電子スイッチは前記比較器出力部のうちの一方の出力部と前記トランジスタ
の制御電極との間に挿入され、前記第１のスイッチング手段が、前記第１の電子スイッチ
と同様に前記第２の活性信号に応答する他の第１の電子スイッチと、前記他の共通端子と
前記第２の供給電圧端子との間に挿入される主電流導電経路及び制御電極を有する他のト
ランジスタとを有し、前記他の第１の電子スイッチが前記比較器出力部のうちの他方の出
力部と前記他のトランジスタの制御電極との間に挿入され、前記送信器が非反転入力部及
び反転入力部並びに平衡出力部を有し、前記送信器の前記平衡出力部が前記共通端子及び
前記他の接続端子のうちの対応する端子に接続され、前記第２の電子スイッチが前記共通
端子と前記送信器の非反転入力部及び反転入力部のうちの一方の入力部との間に挿入され
、前記第２のスイッチング手段が、前記他の共通端子と前記送信器の非反転入力部及び反
転入力部のうちの他方の入力部との間に挿入され前記第２の電子スイッチと同様に前記第
１の活性信号に応答する他の第２の電子スイッチを有し、前記第１の活性検出器が前記他
のトランジスタの制御電極に接続される追加の入力部を有し、前記第２の活性検出器が、
前記送信器の前記非反転入力部及び反転入力部のうちの対応する入力部に接続される前記
入力部及び追加の入力部を有する、請求項４に記載の星形ノード。
【請求項６】
　前記第１の活性検出器は前記受信器の出力部に接続される入力部を有し、前記第２の活
性検出器は前記共通端子に接続される入力部を有し、前記第１の電子スイッチは、前記第
２の活性検出器の入力部において信号遷移のないことを示す前記第２の活性信号の値に応
じて閉じ、前記第２の電子スイッチは、前記第１の活性検出器の入力部において信号遷移
のないことを示す前記第１の活性信号の値に応じて閉じる、請求項２に記載の星形ノード
。
【請求項７】
　前記ドライバは、前記共通端子と前記第２の供給電圧端子との間に挿入される主電流導
電経路と、前記駆動入力部に結合される制御電極とを有するトランジスタである請求項２
又は６に記載の星形ノード。
【請求項８】
　前記星形ノードは、他の共通端子を前記第１の供給電圧端子に結合するための他の抵抗
器を有し、前記インターフェースは他の接続端子、及び前記接続端子と前記他の接続端子
との間に接続される終端抵抗器を有し、前記受信器は、前記接続端子及び前記他の接続端
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子に反対に接続される対応する入力部と比較器出力部とを有する第１及び第２の比較器を
有し、前記第１の電子スイッチが前記比較器出力部のうちの一方の出力部と前記トランジ
スタの制御電極との間に挿入され、前記第１のスイッチング手段が、前記第１の電子スイ
ッチと同様に前記第２の活性信号に応答する他の第１の電子スイッチと、前記他の共通端
子と前記第２の供給電圧端子との間に挿入される主電流導電経路及び制御電極を有する他
のトランジスタとを有し、前記他の第１の電子スイッチが、前記比較器出力部のうちの他
方の出力部と前記他のトランジスタの制御電極との間に挿入され、前記送信器が非反転入
力部及び反転入力部並びに平衡出力部を有し、前記送信器の平衡出力部が前記接続端子と
前記他の接続端子とのうちの対応する端子に接続され、前記第２の電子スイッチが前記共
通端子と前記送信器の前記非反転入力部及び反転入力部のうちの一方の入力部との間に挿
入され、前記第２のスイッチング手段が、前記他の共通端子と前記送信器の前記非反転入
力部及び反転入力部のうちの他方の入力部との間に挿入され前記第２の電子スイッチと同
様に前記第１の活性信号に応答する他の第２の電子スイッチを有し、前記第１の活性検出
器が、前記比較器出力部の他方の出力部に接続される追加の入力部を有し、前記第２の活
性検出器が前記共通端子及び前記他の共通端子のうちの対応する端子に接続される前記入
力部及び追加の入力部を有する請求項７に記載の星形ノード。
【請求項９】
　各々が局の間でデータを交換するために他の局に接続される複数の局と、前記局を結合
するための手段とを有するネットワークであって、前記結合するための手段が、請求項１
、２、３、４、５、６、７又は８に記載された星形ノードであるネットワーク。
【請求項１０】
　前記ネットワークが他の星形ノードを有し、前記他の星形ノードは先に言及した前記星
形ノードのインターフェースに接続されるインターフェースを有する請求項９に記載のネ
ットワーク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ネットワークにおいて複数の局（ＳＴ１－ＳＴ３）を相互接続するための星
形ノード（ＳＮ１）であって、上記星形ノード（ＳＮ１）はインターフェース（Ｉ１－Ｉ
３）を有し、上記インターフェースは、上記複数の局のうちの選択された局を上記星形ノ
ード（ＳＮ１）に接続するための接続端子（ＢＰ）を有し、上記インターフェースは上記
インターフェースに対応する局からの信号を上記接続端子（ＢＰ）において受け取り上記
信号を他のインターフェースの接続端子（ＢＰ）に送るための手段を有する星形ノード（
ＳＮ１）に関する。
【０００２】
　本発明は、斯かる星形ノードによって相互接続される局のネットワークにも関する。こ
の種類のネットワークは、例えば、自動車及び他の騒音のする環境で使用することができ
る。
【０００３】
【従来の技術】
　ネットワーク、特に高速ネットワークでは、ネットワークでの反射が信号保全性の問題
を起こし得る。この問題は、ビット時間がネットワークを通じた伝播遅延に対して大きく
ない場合、特に重大である。全ての局が適切に終端した伝送線で星形ノードに接続されて
いるネットワークを作ることができる。斯かる星形タイプのネットワークでは、星形ノー
ドの作業は、局の１つから受け取るデータを他の全ての局に転送することである。斯かる
星形タイプのネットワーク及び星形ノードは、米国特許第４，９０３，０１５号から既知
である。この既知のネットワークは、適切に終端した伝送線を有しており、それ故に、高
速に適している。局に送られ局から受け取られる信号は同じ伝送線を流れ、これによって
、コネクタ及びワイヤが節約される。しかし、この既知のネットワークの星形ノードでは
、送受信の切替機構を実現するために、かなり複雑な論理回路が要求される。論理回路の
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複雑さは、星形ノードに接続可能な局の数によって増大する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の目的は、複雑さが低減された星形ノードを提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　これに対して、本発明によれば、冒頭に規定される星形ノードは、上記星形ノードが共
通端子を有し、上記インターフェースが、上記接続端子に結合される入力部を有し上記対
応する局からの信号を受け取るための受信器と、上記接続端子に結合される出力部を有す
る送信器と、上記受信器の入力部における信号遷移に応答して第１の活性信号を生成する
ための第１の活性検出器と、上記共通端子における信号遷移に応答して第２の活性信号を
生成するための第２の活性検出器と、上記第２の活性信号に応答して上記受信器の出力部
から上記共通端子への信号転送を禁止するための第１のスイッチング手段と、上記第１の
活性信号に応答して上記共通端子から上記送信器の入力部への信号転送を禁止するための
第２のスイッチング手段とを有することを特徴とする。
【０００６】
　第１及び第２のスイッチング手段は、第１及び第２の活性検出器と協働して、インター
フェースの対応する局からの入力信号が同一の局に送られることを防止し、入力信号が他
の局にのみ送られることを保証する。全てのインターフェースが同一であり、インターフ
ェースの数の増加によって部品の数は増加しない。
【０００７】
　従属項２の実施例では、インターフェースのドライバ、抵抗器、及び共通端子、は自在
に拡張可能なワイヤードＯＲシステムを構成する。電子スイッチは信号の適切なルーティ
ングを提供する。
【０００８】
　従属項３及び４並びに従属項６及び７の実施例は高速且つ単純なものを提供し、従属項
５及び８の実施例は完全に平衡がとれているものである。
【０００９】
　本発明による星形ノードの単純さは、星形ノードの設定にほとんど時間を奪われないの
で、高速且つ効率的なデータ伝送を可能にする。それ故に、星形ノードにおいてスイッチ
ング機能を実行する時間を作るための、送信されたデータのプロトコルのプリアンブルは
必要でない。これは、本発明による星形ノードが備えられるネットワークを、ＴＴＰ／Ｃ
（Time Triggered Protocol Class C（高速≧１Ｍbit/sec））のようなプリアンブルを規
定しないプロトコルに適したものにする。本発明による星形ノードは容易な拡張を更に可
能にする。インターフェースの１つを他の星形ノードのインターフェースに接続すること
によって、星形ノードを加えることができる。
【００１０】
　本発明のこれら及び他の態様は、添付されている図面を基準にして記載され説明される
。これらの図において、同様の構成要素には同様の符号が付されている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　図１は、例として、本発明による星形ノードＳＮ１を通じて相互接続された３つの局Ｓ
Ｔ１、ＳＴ２及びＳＴ３を有するネットワークを示す。自動車の場合、局は、ネットワー
クへの接続に適したインターフェースが備えられた温度センサ、ブレーキセンサ、ドアセ
ンサ等とすることができる。星形ノードＳＮ１は、例として、３つのインターフェースＩ
１、Ｉ２及びＩ３を有する。インターフェースＩ１、Ｉ２及びＩ３は、局ＳＴ１、ＳＴ２
及びＳＴ３のうちの対応する局の星形ノードＳＮ１への接続のための接続ターミナルＢＰ
及びＢＭを有する。局ＳＴ１、ＳＴ２及びＳＴ３は、ツイストペア伝送線ＴＷＰ１、ＴＷ
Ｐ２及びＴＷＰ３によってインターフェースＩ１、Ｉ２及びＩ３に接続されている。しか
しながら、同軸ケーブル及び単一ワイヤ線のような、他の種類の伝送線も可能である。局
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及びインターフェースの数は３つに限られず、２つ以上の任意の数が可能である。
【００１２】
　インターフェースＩ１、Ｉ２及びＩ３は、ツイストペア伝送線の接続のための平衡入力
部ＢＰ及びＢＭを有し、更に平衡共通端子ＲＴ１及びＲＴ２を有する。インターフェース
Ｉ１、Ｉ２及びＩ３の共通端子ＲＴ１は全て、第１の共通プルアップ抵抗ＲＰ１を通じて
正の供給端子ＰＳＴに接続されている。インターフェースＩ１、Ｉ２及びＩ３の共通端子
ＲＴ２は全て、第２の共通プルアップ抵抗ＲＰ２を通じて正の供給端子ＰＳＴに接続され
ている。
【００１３】
　図２は、インターフェースＩ１－Ｉ３のブロック図を示す。インターフェースは、２つ
の比較器ＣＭＰ１及びＣＭＰ２で構成される受信器と送信器ＴＲとを有する。比較器ＣＭ
Ｐ１は、接続端子ＢＰに接続されている非反転入力部ＣＩＰ１と、接続端子ＢＭに接続さ
れている反転入力部ＣＩＮ１とを有する。比較器ＣＭＰ２は、接続端子ＢＭに接続されて
いる非反転入力部ＣＩＰ２と、接続端子ＢＰに接続されている反転入力部ＣＩＮ２とを有
する。従って、２つの比較器の入力部は、接続端子に反対に接続されている。送信器ＴＲ
は、接続端子ＢＭ及びＢＰにそれぞれ接続された平衡出力部ＴＯ１及びＴＯ２を有する。
終端抵抗ＲＴＭは、接続された局のツイストペア伝送線に適正な終端インピーダンスを提
供するために、接続端子ＢＰとＢＭとの間に接続されている。
【００１４】
　インターフェースは、さらに第１及び第２の信号活性検出器Ａ１及びＡ２を有する。第
１の信号活性検出器Ａ１は入力信号、即ち、インターフェースに接続される局から受信器
により受け取られる信号の変化を検出する。第２の活性検出器は、出力信号、即ち、送信
器によってインターフェースに接続される局に送信される信号の変化を検出する。
【００１５】
　２つの比較器ＣＭＰ１及びＣＭＰ２は、それぞれ、第１のスイッチング手段ＳＷ１を通
じて共通端子ＲＴ１及びＲＴ２に結合される出力部ＣＯ１及びＣＯ２を有する。第１のス
イッチング手段ＳＷ１は、第２の活性検出器Ａ２からの第２の活性信号ＡＳ２の制御によ
って、出力部ＣＯ１及びＣＯ２から共通端子ＲＴ１及びＲＴ２への信号転送を禁止する。
第１のスイッチング手段ＳＷ１は、通常閉じており第２の活性検出器ＡＳ２からの第２の
活性信号ＡＳ２の命令に従って開く第１及び第２の電子スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２が
使用されている。第１及び第２の電子スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２は、それぞれ、出力
部ＣＯ１及びＣＯ２を、ドライバＤＲの第１及び第２の駆動入力部ＤＲ１及びＤＲ２に接
続し、及びドライバＤＲの第１及び第２の駆動入力部ＤＲ１及びＤＲ２から切り離し、こ
のドライバＤＲは、比較器ＣＭＰ１及びＣＭＰ２の出力部ＣＯ１及びＣＯ２により供給さ
れる相補的な駆動信号の制御によって、共通端子ＲＴ１及びＲＴ２をプルダウン又は解放
する。
【００１６】
　ドライバＤＲは、第１及び第２のＮ－チャンネルトランジスタＭ１及びＭ２が使用され
ている。第１のトランジスタＭ１のチャネルは、第１の共通端子ＲＴ１と信号接地として
の役割をする負の供給電圧端子ＧＮＤとの間に接続されている。第１のトランジスタＭ１
の制御電極又はゲートは駆動入力部ＤＲ１として動作する。そのゲートにおいて正の信号
を受け取ると、第１のトランジスタＭ１のチャネルは共通端子ＲＴ１と負の供給端子ＧＮ
Ｄとの間に電流導通経路を形成し、第１のトランジスタＭ１は第１の共通端子ＲＴ１にお
ける電圧をグランドレベルに引き込む。第２のトランジスタＭ２のチャンネルは、第２の
共通端子ＲＴ２と負の供給電圧端子ＧＮＤとの間に接続される。第２のトランジスタＭ２
のゲートは駆動入力部ＤＲ２として動作する。そのゲートにおいて正の信号を受け取ると
、トランジスタＭ２のチャンネルは第２の共通端子ＲＴ２と負の供給端子ＧＮＤとの間に
電流導通経路を形成し、第２のトランジスタＭ２は第２の共通端子ＲＴ２における電圧を
グランドレベルに引き込む。
【００１７】
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　共通プルアップ抵抗ＲＰ１及びＲＰ２並びに各インターフェースＩ１、Ｉ２及びＩ３の
第１及び第２のトランジスタＭ１及びＭ２は、インターフェースの間に、簡単なワイヤー
ドＯＲ相互接続システムを構成し、これは、インターフェースの数に依存した個々のイン
ターフェースの電子的設計の増加又は変更を必要すること無く、星形ノードＳＮ１内にお
いてインターフェースを任意の数に簡単に拡張することを可能とする。全てのインターフ
ェースは同じ回路を有する。
【００１８】
　共通プルアップ抵抗ＲＰ１、ＲＰ２及び対応するプルダウントランジスタＭ１、Ｍ２の
代わりに、比較器ＣＭＰ１及びＣＭＰ２の出力部ＣＯ１及びＣＯ２からの平衡信号の制御
によって第１の共通端子ＲＴ１と第２の共通端子ＲＴ２との間にローインピーダンス又は
ハイインピーダンスを提供することができる他のドライバ段でドライバＤＲを実現しても
よい。
【００１９】
　送信器ＴＲは、第２のスイッチング手段ＳＷ２を通じて、第１の共通端子ＲＴ１に結合
される反転入力部ＴＩＮと第２の共通端子ＲＴ２に結合される非反転入力部ＴＩＰとを有
する。第２のスイッチング手段ＳＷ２は、第１の活性検出器Ａ１からの第１の活性信号Ａ
Ｓ１の制御によって、共通端子ＲＴ１及びＲＴ２から反転入力部ＴＩＮ及び非反転入力部
ＴＩＰへの信号転送を禁止する。第２のスイッチング手段ＳＷ２は第１及び第２の電子ス
イッチＳＷ２１及びＳＷ２２で実現されており、これらスイッチは通常閉であり、第１の
活性検出器Ａ１からの第１の活性信号ＡＳ１の命令に従って開く。第２のスイッチング手
段ＳＷ２の第１及び第２の電子スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２は、第１及び第２の共通端
子ＲＴ１及びＲＴ２を、送信器ＴＲの反転入力部ＴＩＮ及び非反転入力部ＴＩＰに接続し
、及び送信器ＴＲの反転入力部ＴＩＮ及び非反転入力部ＴＩＰから切り離す。
【００２０】
　第１の活性検出器Ａ１は、入力信号の信号活性を検出する目的で、駆動入力部ＤＲ１及
びＤＲ２に接続された入力部Ａ１１及びＡ１２を有する。この代わりに、これら入力部Ａ
１１及びＡ１２は、同じ効果を得るために、接続端子ＢＰ及びＢＭ又は出力部ＣＯ１及び
ＣＯ２に接続されてもよい。第２の活性検出器Ａ２は、出力信号の信号活性を検出する目
的で、送信器ＴＲの反転入力部ＴＩＮ及び非反転入力部ＴＩＰにそれぞれ接続された入力
部Ａ２１及びＡ２２を有する。この代わりに、これら入力部Ａ２１及びＡ２２は、同じ効
果を得るために、共通端子ＲＴ１及びＲＴ２又は接続端子ＢＰ及びＢＭに接続されてもよ
い。
【００２１】
　図３は、局からのデータを受け取るインターフェースで生じる信号を示し、上から下に
、接続端子ＢＰ及びＢＭにおける相補的なデータ信号、共通端子ＲＴ１及びＲＴ２におけ
る信号、第１の活性信号ＡＳ１、及び第２の活性信号ＡＳ２である。図４は、局にデータ
を送るインターフェースで生じる対応する信号を示す。
【００２２】
　ネットワークにおいて、データは、データの内容に依存して極性を変える接続端子ＢＰ
とＢＭとの間の相補的な電位差として、局から局へと送られる。データが送られないとき
、接続端子ＢＰとＢＭとの間の電圧差はゼロであり、ネットワークはアイドル状態にある
。局ＳＴ１が送信局であると仮定すると、受け取ったデータ信号のノイズを除去するため
にビルトインしきい値を有する２つの比較器ＣＭＰ１及びＣＭＰ２によってインターフェ
ースＩ１に電圧差が送られる。比較器の出力信号は、通常閉の電子スイッチＳＷ１１及び
ＳＷ１２を通じて第１及び第２のトランジスタＭ１及びＭ２のゲートを駆動する。第１の
活性検出器Ａ１は入力信号の差を検出し、その第１の活性信号ＡＳ１で第２のスイッチン
グ手段ＳＷ２をすばやく活性化する。これによって、第２のスイッチング手段ＳＷ２の第
１及び第２の電子スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２が開き、第１及び第２の共通端子ＲＴ１
及びＲＴ２上の信号は送信器ＴＲの入力部ＴＩＮ及びＴＩＰから切り離される。信号活性
がインターフェースの出力ブランチに存在しないので、電子スイッチＳＷ１１及びＳＷ１
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２は閉じたままである。適切な動作のため、第１の活性検出器Ａ１は、共通端子ＲＴ１及
びＲＴ２からのデータ信号が第２の活性検出器Ａ２の入力部Ａ２１及びＡ２２に到達する
前に、電子スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２を開かなければならず、このため、入力信号は
乱されない。
【００２３】
　他のインターフェースＩ２及びＩ３は接続端子ＢＰ及びＢＭにおいて局からの入力信号
を受け取らないが、受信インターフェースＩ１によって生成される共通端子ＲＴ１及びＲ
Ｔ２における信号を共有する。他のインターフェースＩ２及びＩ３では、第１の活性検出
器Ａ１は入力信号の信号差を検出しないので、スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２は閉じる。
しかし、共通端子ＲＴ１及びＲＴ２における信号差は第１の活性検出器Ａ１によって検出
され、これによって、第１及び第２の電子スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２が第２の活性信
号ＡＳ２に応答して開く。それで、他のインターフェースＩ２及びＩ３では、共通端子Ｒ
Ｔ１及びＲＴ２における信号は、送信器ＴＲの入力部ＴＩＮ及びＴＩＰに接続され、他の
インターフェースに接続されている局に送られる。開いたスイッチＳＷ１１及びＳＷ１２
は、共通端子における信号の妨害を防ぐ。適切な動作のために、第２の活性検出器Ａ２は
、送信器ＴＲによって送られるデータ信号が第１の活性検出器Ａ１の入力部Ａ１１及びＡ
１２に到達する前に、電子スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２を開かなければならない。
【００２４】
　このようにして、局ＳＴ１が伝送している限り、局ＳＴ１から局ＳＴ２及びＳＴ３まで
データフロー経路が維持される。局ＳＴ１がデータの送信を停止すると、インターフェー
スＩ１の接続端子ＢＰとＢＭとの間の電圧差はゼロになり、ネットワークはアイドル状態
になる。インターフェースＩ１では、第１の活性検出器Ａ１は活性の検出を停止し、第２
のスイッチング手段ＳＷ２の電子スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２は通常閉の位置に戻り、
共通端子ＲＴ１及びＲＴ２をインターフェースＩ１の受信器ＴＲの入力部ＴＩＮ及びＴＩ
Ｐに再接続する。ネットワークがアイドル状態にあるので、共通端子ＲＴ１及びＲＴ２に
おける信号はアイドル状態を示す高電圧レベルのままである。この結果として、他のイン
ターフェースＩ２及びＩ３の電子スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２は通常閉の位置に戻る。
全てのインターフェースの中の全てのスイッチは閉じ、星形ノードＳＮ１は、どの局から
の新しいデータ信号をも受け取る準備が整う。
【００２５】
　アイドル状態では、全てのインターフェースの送信器及び受信器はアクティブであり、
ネットワークに接続され、全てのデータ経路は完全に開いている。局からのどんなメッセ
ージも、星形ノードＳＮ１によって損失を受けず且つ迅速に中継される。これは、ネット
ワークを拡張するために星形ノードを縦続接続することが容易であることを意味する。星
形ノードＳＮ１の高速動作は、星形ノードの整定時間（settling time）が局の間の相互
接続を再配列することを可能にするためのプリアンブルを規定しないプロトコル（例えば
、ＴＴＰ／Ｃ）を使用するネットワークにおいて、星形ノードを適したものにもする。ま
た、フレーム間ギャップをより小さくすることができ、このため、実際のデータの利用可
能なバンド幅が増大する。フレーム間ギャップは、１つの送信局から別の送信局への切替
えを可能とするために確保されなければならない時間である。この時間は、データ伝送に
とって無駄である。
【００２６】
　活性検出器Ａ１及びＡ２は、ネットワークがアイドル状態であるとき（即ち、接続端子
ＢＰとＢＭとの間の電圧差がゼロであるとき）ゆっくりと充電され、データが送信される
とき（即ち、電圧差が比較器ＣＭＰ１及びＣＭＰ２によって検出されるとき）素早く放電
されるコンデンサから成るようにすることができる。
【００２７】
　既に述べているように、同じスイッチング効果を得るために、入力部Ａ１１及びＡ１２
は出力部ＣＯ１及びＣＯ２に接続することができ、入力部Ａ２１及びＡ２２は、共通端子
ＲＴ１及びＲＴ２又は接続端子ＢＰ及びＢＭに接続することができる。図５は、この接続
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、ＳＷ１２、ＳＷ２１及びＳＷ２２を開閉するために駆動信号を供給する決定論理部ＤＬ
の入力部に供給される。出力部ＣＯ１及びＣＯ２のうちの１つがハイレベルである場合第
１の活性信号ＡＳ１はすばやくハイレベルになり、しばらくして出力部ＣＯ１とＣＯ２と
の両方がローレベルになった後、即ち活性が生じないとき、第１の活性信号ＡＳ１はロー
レベルに戻る。第２の活性検出器Ａ２は同じように動作する。共通端子ＲＴ１及びＲＴ２
のうちの１つがローレベルの場合、第２の活性信号ＡＳ２はすばやくハイレベルになり、
しばらくして出力部ＲＴ１とＲＴ２との両方がハイレベルになった後、第２の活性信号Ａ
Ｓ２はローレベルに戻る。
【００２８】
　決定論理部ＤＬは、３つの状態、即ち、アイドル、受信、及び送信を有する。第１の活
性信号ＡＳ１と第２の活性信号ＡＳ２との両方がローのとき、決定論理部ＤＬはアイドル
状態であり、スイッチＳＷ１１、ＳＷ１２、ＳＷ２１及びＳＷ２２は全て閉じる。第１の
活性信号ＡＳ１がハイレベルであるとき、接続端子ＢＰ及びＢＭにおいて活性であり、決
定論理部ＤＬは受信状態である。受信状態では、スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２は閉じた
ままであり、スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２は開く。共通端子ＲＴ１及びＲＴ２において
活性であるため、第２の活性信号ＡＳ２はハイレベルであるが、このことは、決定論理部
ＤＬの状態を変更しない。決定論理部ＤＬは、第１及び第２の活性信号ＡＳ１及びＡＳ２
の両方がローであるときだけ、アイドル状態に戻ることができる。接続端子ＢＰ及びＢＭ
における活性が停止するとき、第１の活性信号ＡＳ１はローになり、その後すぐに第２の
活性信号ＡＳ２はローになり決定論理部ＤＬはアイドル状態に戻る。第２の活性検出器Ａ
２が共通端子ＲＴ１及びＲＴ２において最初に活性を検出すると、送信状態が生じる。次
に、スイッチＳＷ１１及びＳＷ１２は開き、スイッチＳＷ２１及びＳＷ２２は閉じたまま
である。
【００２９】
　図６は、図１のネットワークにおいて、１つの局が別の星形ノードＳＮ２に置き換えら
れたネットワークを示す。星形ノードＳＮ１の第３のインターフェースＩ３の接続端子Ｂ
Ｐ、ＢＭは、例えば、第２の星形ノードＳＮ２の第１のインターフェースＩ１の対応する
接続端子に接続される。星形ノードＳＮ１及びＳＮ２の残りのインターフェースは、局に
接続されている。このようにして、星形ノード及び局の数は、自由に増やすことができる
。
【００３０】
　図に示されているインターフェース及び局は、完全平衡回路を有する。しかし、シング
ルエンドとすることも可能でもある。例えば平衡接続端子ＢＰ、ＢＭと単一の共通端子と
の組合せも可能である。受信器と第１のスイッチング手段ＳＷ１との結合機能をスイッチ
ト利得増幅器（switched gain amplifier）で実現することもできる。同じことが、送信
器と第２のスイッチング手段との結合機能に当てはまる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による星形ノードを通じて相互接続される局を有するネットワークを示
す。
【図２】　本発明による星形ノード用の第１のインターフェースのブロック図を示す。
【図３】　局からデータを受け取る第１のインターフェースで生じる信号を示す。
【図４】　局にデータを送る第１のインターフェースで生じる信号を示す。
【図５】　本発明による星形ノード用の第２のインターフェースのブロック図を示す。
【図６】　図１のネットワークにおいて、局の１つが別の星形ノードに置き換えられたネ
ットワークを示す。
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